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総合戦略担当副学長として 小泉 周先生をお迎えしました。
令和7年4月に総合戦略担当の副学長
として着任された小泉 周（こいずみ あ
まね）先生は、慶応義塾大学で医学の
道を歩み始め、ハーバード大学医学部
でキャリアを積み、自然科学研究機構、
文部科学省、科学技術振興機構（JST）

では科学コミュニケーションにも携わ
るなど、そのご経歴はまさに多彩。医
師・研究者としての豊富な経験に加え、
最先端の研究に取り組みながら科学
の本質を深く見つめ、研究の魅力をわ
かりやすく伝える、科学と社会の架け

橋として活躍されてきました。そんな小
泉先生が、本学にどのような視点と戦
略をもたらしてくださるのか̶̶今後
の展開に、大きな期待が寄せられてい
ます。

多彩なキャリアで
科学と社会をつなぐ

はっきりとは覚えていませんが、
小学生のころから「世の中の役
に立ちたい」と思っていた記憶
があります。

こどもの頃の夢は
なんでしたか？01

国内外問わず、旅先では必ずそ
の土地のスーパーに立ち寄りま
す。陳列棚の商品や並び方、そ
の価格に、地元の文化と生活を
感じられます。

最近ハマっていることや
小さなこだわりは
ありますか？

05

楽観的なリアリスト、かつ慎重な
大胆派。また、ドラえもんか、のび
太か、といえば、ドラえもんタイプ
です。人に頼られることほど、やり
がいを感じるタイプです。

ご自身の性格を
一言で表すと？02

“Risk takerであれ”──これは米
国で学んだ大切な教え。そしてもう
ひとつ、“人生いつでもアタック
チャンス”。児玉清さん（故人）直筆
の色紙を今も大事にしています。

仕事や研究をする上で
大切にしている言葉や
モットーを教えてください。

06

「両時間型」です。夜遅くまで考
えごとをし、朝は早くから動き出
す。眠りが短いのが癖になって
います。

朝型ですか？
夜型ですか？03

ちょっと前のドラマになりますが、TBSド
ラマ『最愛』。ストーリー、映像美、演技・台
詞、すべてが精緻に設計された芸術作品
のようで、いまでも繰り返し観ています。
主演の吉高由里子さん、すごいです。

最近読んで印象に残った
本・映画・音楽などは
ありますか？

07

子どもや家族と過ごす時間を大
切にしています。そして、旅。特に
計画せずに泊まりに出かけるの
も好きです。

お仕事以外で
大切にされている時間や
趣味はありますか？

04

頭を空っぽにするにはTikTokが
ちょうどいい。考えすぎた日は、
無心でスワイプして脳を初期化
しています。

日々のリフレッシュ方法や
リラックスのコツがあれば
教えてください。

08

小泉 周先生に 一問一答！

特集1

子ども
や家族

と

過ごす
時間を

大切に
してい

ます

1997年慶応義塾大学医学部卒業、医師、医学博士。同大生理学教室(金子章
道・教授=当時)で、電気生理学と網膜視覚生理学の基礎を学ぶ。2002年米
ハーバード大学医学部・マサチューセッツ総合病院・ハワード・ヒューズ医学
研究所のリチャード・マスランド教授に師事。07年10月、自然科学研究機構
生理学研究所の広報展開推進室准教授に。同研究所・機能協関部門准教授
併任、総合研究大学院大学・生理学専攻准教授も兼任。09年8月から文部科
学省研究振興局学術調査官(非常勤)。12年5月からは、JST科学コミュニケー
ションフェローも。13年10月より、自然科学研究機構研究力強化推進本部
特任教授。25年4月より、北陸先端科学技術大学院大学副学長・教授。02-06
年日本生理学会の常任幹事など学会の役職多数。10年、文部科学大臣表彰
（科学技術賞・理解増進部門）受賞。現在、Times Higher Education世界大
学ランキング国際アドバイザリーボードメンバーなどにも従事。

小泉　周 Koizumi Amane
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小泉　周 Koizumi Amane

これまでのご経歴について教えて
ください。
東京の私立麻布中学・高校では、自由な校
風のもと、文系・理系の枠を超えた多様な
友人たちと切磋琢磨しながら、人間や社会
に対する関心を育みました。その後、慶應
義塾大学医学部に進学し、生理学教室にて
視覚神経科学の研究に取り組み、特に網膜
における情報処理のメカニズムに焦点を当
て、博士（医学）を取得しました。研究者と
してのキャリアは、米国ハーバード大学医
学部（マサチューセッツ総合病院）でのポス
ドクにおいて大きな転機を迎え、5年間に
わたり、世界最高水準の科学研究の現場を
体験しました。帰国後は、自然科学研究機
構・生理学研究所および本部にて、研究に
加えて政策や研究機関運営に関する業務に
も従事し、科学行政に関心を深めていきま
した。また、文部科学省の学術調査官とし
て科研費改革など学術政策の立案や実行に
も携わり、現在も技術参与として、科学技
術政策に対して継続的に関与しています。

副学長就任にあたってのお気持ち
をお聞かせください。
このたび副学長として迎えていただき、大
変光栄に思っております。私は完全に外部
からの着任となりますので、まずはJAIST
という大学そのものを深く理解することか
らスタートしています。その過程で強く感
じているのは、JAISTには他の大学にはな
い、非常にユニークな研究者の方々や独自
の発想・研究シーズが数多く存在している
ということです。しかし、その多くが互い
に十分に共有されておらず、まさに“隠れ

た宝（hidden treasure）”として埋もれてし
まっているようにも見受けられます。そう
した魅力を学内の方々自身が再発見し、連
携を深め、内から外へと自信を持って発信
していく―そのプロセスを支える役割を
果たしたいと考えています。JAISTが、地
域と世界、科学と社会、人と技術をつなぐ
知的な共創ハブとして、さらなる飛躍を遂
げるために、力になれればと思います。

ご専門分野や研究テーマ、その分
野に興味を持たれたきっかけを教
えてください。
医学部では「病気を治すこと」を学びました
が、私自身が本当に関心を抱いていたの
は、「病気そのもの」ではなく、「人そのもの」
だったのだと気づいたことが、すべての原
点です。以来、神経科学や視覚情報処理の
研究をはじめ、科学コミュニケーションや
研究開発マネジメントといった分野にも取
り組んできましたが、一貫して関心の中心
にあったのは、「人はどのように感じ、考え、
行動するのか」という問いでした。
現在は、そうした知的営みを分野横断的に
捉え直し、「人類知性（Human Wisdom）」と
いう概念のもとで新たな学問体系を構想し
ています。この分野を未来に向けて創設し、
広く発信していくことが、今の私の大きな
挑戦です。

総合戦略担当の副学長として、特
に力を入れて取り組みたいテーマ
と、大学のこれからの役割につい
て、お聞かせください。また、学
内外のステークホルダーに向け
て、どのような大学像を発信して
いきたいとお考えですか？

「人類知性科学」や「AI駆動社会変革」といっ
た、JAISTならではの未来志向のテーマを
発信し、大学の研究・教育の新しい柱とし
て育てたいと考えています。世界が急速に
変化する中で、大学は単なる知識の蓄積の
場ではなく、知と社会を結び、未来を設計
するプラットフォームにならなければなら

ない。そのために、世界にひらかれた大学
として「世界の中のJAIST」の姿を内外に発
信し、研究者・学生・職員、地域や産業界、
政府など多様なプレイヤーとともに、新し
い「社会の中の大学」のビジョンを共創して
いきたいと思っています。

学内の教職員・学生・修了生、そ
して学外の方々へのメッセージを
お願いします。
ときには、根拠がなくても自信をもつこと
が大切だと思います。「自分の限界を自分
で決めない」―それが何よりも重要です。
研究者・学生・職員一人ひとりが、「自分は、
この大学を、そして、日本や世界を変える
存在なのだ」、という強い気概を胸に抱い
てほしい。困難な課題に直面したときも、

「必ず成し遂げる」という意志を持ち続ける
ことが、未来を切り拓く原動力になります。
JAISTには、それを支える仲間と環境が整っ
ています。一人ひとりの挑戦が束になって、
やがて学外のみなさんとともに社会を変
え、世界を動かす力になることを信じてい
ます。“Think Big, Think Together!”

Q

Q

Q

Q

Q

ハーバード大学医学部（マサチューセッツ総合病院）
時代（２００５年）

大きく考え、共に考えよう。
小泉 周（2025年）

このイラストは、「JAISTの各分野に蓄積さ
れた叡智を持ち寄れば、そこから新しい研
究やイノベーションが生まれる」という思い
を込めて描いたものです。分野の垣根をこ
えて、みんなで一緒に考えることの大切さ
を強調したく、「大きく考え、共に考えよう。」
というメッセージにしました。
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京大変人講座※の越前屋俵太氏をナビゲーターにお迎
えし、正式名称がなんだか妙に長い「北陸先端科学技
術大学院大学（JAIST）」で研究する“変人”（時代を変え
ていく人）たちの、研究や素の人柄などに触れる、たい
へん真面目でライトでアカデミックなラジオ番組です。

※京大変人講座…
京都大学に連綿と受けつがれている「自由の学風」「変人の
DNA」を世に広く知ってもらうため、京大の先生を中心に2017
年に立ち上げ、越前屋俵太さんの軽妙なナビゲートで人気を集
めている公開講座。

プロ棋士七段！
Mr.「心の重力」
飯田 弘之 理事・副学長

まじめにふまじめ、
だからおもしろい！
創造社会デザイン研究領域 西本 一志 教授

J A I S T  H E N J I N  R A D I O

JAIST変人ラジオSeas
on2

本学の人気コンテンツ「JAIST変人ラジオ」、好評にお応えし、新たに9名を収録した
シーズン2の配信が始まりました。配信した中からおもしろそうな回を２つご紹介します。

JAIST変人ラジオとはとは

ナビゲーター
越前屋 俵太

さん

「JAIST変人ラジオシーズン2」は
こちらからお聴きいただけます
「JAIST変人ラジオシーズン2」は
こちらからお聴きいただけます

コンピューティング科学研究領域
髙木 翼 准教授

“正解”より、自分のスタイルでいこう

ナノマテリアル・デバイス研究領域
ホ・アン・ヴァン 教授

やわらかロボットで未来をつくる

トランスフォーマティブ知識経営研究領域 
白肌 邦生 教授

学びを育む知性と感性

創造社会デザイン研究領域郷右近 英臣 准教授
目の前の「今」を生き抜いて繋げる未来

トランスフォーマティブ知識経営研究領域 
吉岡 秀和 准教授

誰とも違う、どの分野でもない、そんな人になりたい

次世代デジタル社会基盤研究領域
ベウラン・ラズバン 准教授

サイバーセキュリティと日本への憧れ

人間情報学研究領域 岡田 将吾 教授

感情のコミュニケーション、
研究というオリジナルスタイル

他にも、魅力的な配信を
取りそろえています!

シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！

越前屋　どういう少年だったんですか。
飯　田　山形県の、豪雪地帯で生まれたん
です。2歳か3歳くらいで、たまたま将棋を覚
えて、それで9歳の時に近くにある天童で子
供の将棋大会があって、小学校の部で優勝
したんです。それで審判長でお越しになって
た大内八段にスカウトされたんです。
越前屋　９歳の時に。それぐらい打ち筋が凄
かったんですか。
飯　田　その時は、私は知らされてなくって、
親が丁重にお断りしたんです。まだ９歳で年
端もいかない、それを東京に一人で出すわ
けにはいかないってね。その後ですね、僕
が中学校に入ってすぐ、中学校の時に優勝し
たんです。自分としてはプロになりたいなって
気持ちになって、単身で東京に出てきたわけ
です。
越前屋　中学校はどうしたんですか。
飯　田　東京の中学校を出てるんですよ。そ
の大内八段に入門させていただいて、奨励
会っていうプロの養成機関があって、そこの
試験を受けて合格して。
越前屋　昼間、学校へ行って、学校が終わっ
たらそこへ行って。
飯　田　そうです。
越前屋　どういう特訓があるんですか。
飯　田　自分で修行するしかないんですよ。
技を盗むって事ですね。例えば、トップレベ
ルのプレイヤーがやってる試合、対局の記録
係をやるんです。対局の横に１日中張り付い

て居るわけです。一緒に考えてるわけですよ。
それで自分と同じ考えになる場合もあるし、
違う場合もあるわけです。違う場合は、たい
てい自分の考えに誤りがあるわけですね。何
しろトッププレイヤーがやっているわけです
から。
越前屋　それがどう違ったんだということを
自分で検証する。先生は中学校で入門して、
いつプロになったんですか。
飯　田　20歳くらいか21歳ぐらいですね。
大学在学中でした。
越前屋　食べていけるんですか？
飯　田　勝てばそれなりの収入が入るし、勝
たなければあんまり収入が無い。そういう世
界ですよ。
越前屋　それなりに勝ち続けないと駄目なん
でしょう？
飯　田　勝ち続けるっていうか、勝てるよう
な実力を身に着ける。そのために日々精進す
るって事になると思います。
越前屋　やっぱ打ち筋をちゃんと見て、自分
も打って対戦して、みたいに。
飯　田　そういう事もあるし、詰将棋みたい
な、いわゆる将棋のパズルですね。そういう
のを頭の中で解くような練習。実際プロの
方々は八百何手詰めとか、そういうのを頭の
中で、あーでもない、こーでもないって考え
て…。
越前屋　ちょっと失礼な言い方になるかもし
れませんけど、将棋やる人って先読みばっか

してるんですか？
飯　田　先読みだけじゃやっぱ駄目ですよ
ね。その方向性が大事です。
越前屋　流れですね。何手かお互いに打っ
てきた時の流れがあるんですね。それを読め
ないと方向を間違うって事ですか。
飯　田　それもあるし、別の観点から見ると、
先入観になって、敗因になることもあるんで
…。こだわりが必要な場面もあるけど、持ち
すぎても駄目な場合もやっぱりあって、だか
ら真っ白な心で盤の前で座ってないと駄目な
んですね。そういう世界です。
越前屋　過去で勝った時って、真っ白な心で
臨んでる時なんですか。
飯　田　勝つというか、いい将棋が出来ま
すね。結局、将棋の場合は眼の前にいる人
としか戦えないんです。学問の場合は過去の
人との戦いなんですよ。例えば「心の重力」っ
ていうのは、ニュートンとの戦いなんですよ…。

《番組の詳細及び続きは本編にてお楽しみください。》
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特
集

2
京大変人講座※の越前屋俵太氏をナビゲーターにお迎
えし、正式名称がなんだか妙に長い「北陸先端科学技
術大学院大学（JAIST）」で研究する“変人”（時代を変え
ていく人）たちの、研究や素の人柄などに触れる、たい
へん真面目でライトでアカデミックなラジオ番組です。

※京大変人講座…
京都大学に連綿と受けつがれている「自由の学風」「変人の
DNA」を世に広く知ってもらうため、京大の先生を中心に2017
年に立ち上げ、越前屋俵太さんの軽妙なナビゲートで人気を集
めている公開講座。

プロ棋士七段！
Mr.「心の重力」
飯田 弘之理事・副学長

まじめにふまじめ、
だからおもしろい！
創造社会デザイン研究領域 西本 一志 教授

J A I S T  H E N J I N  R A D I O

JAIST変人ラジオSeas
on2

本学の人気コンテンツ「JAIST変人ラジオ」、好評にお応えし、新たに9名を収録した
シーズン2の配信が始まりました。配信した中からおもしろそうな回を２つご紹介します。

JAIST変人ラジオとはとは

ナビゲーター
越前屋 俵太

さん

「JAIST変人ラジオシーズン2」は
こちらからお聴きいただけます
「JAIST変人ラジオシーズン2」は
こちらからお聴きいただけます

コンピューティング科学研究領域 
髙木 翼 准教授

“正解”より、自分のスタイルでいこう

ナノマテリアル・デバイス研究領域 
ホ・アン・ヴァン 教授

やわらかロボットで未来をつくる

トランスフォーマティブ知識経営研究領域 
白肌 邦生 教授

学びを育む知性と感性

創造社会デザイン研究領域 郷右近 英臣 准教授
目の前の「今」を生き抜いて繋げる未来

トランスフォーマティブ知識経営研究領域 
吉岡 秀和 准教授

誰とも違う、どの分野でもない、そんな人になりたい

次世代デジタル社会基盤研究領域
ベウラン・ラズバン 准教授

サイバーセキュリティと日本への憧れ

人間情報学研究領域 岡田 将吾 教授

感情のコミュニケーション、
研究というオリジナルスタイル

他にも、魅力的な配信を
取りそろえています!

シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！シーズン１も好評配信中！

越前屋　何を研究してるのですか？
西　本　クリエイティブな活動を支援する技
術に関する研究ですね。例えば、演奏の支援、
作曲の支援とか…。頭の中に「こんな曲弾き
たいな」ってイメージは持ってるけど、楽器を
使って表現するのは極めて難しいじゃないで
すか。楽器が無駄に難しすぎると思うんです。
ワープロ使いますよね。あれ使うために、20
年の努力をしないと使えないっておかしい
じゃないですか。
越前屋　おかしいおかしい（笑）。
西　本　楽譜をそのままコンピューターに入
れ、どこ叩いても正しい音が順番に出てくる
という風にすれば簡単になるわけです。表情

付けに関するコントロールは演奏者がコント
ロールする、そんな支援システムの研究を10
年ぐらいやってたんです。実験したら、ああ
これいいですねってみんな言ってくれるから、
それでオッケーという。
越前屋　研究者としては充実してるわけですか。
西　本　すぐに弾けて楽しいよねってみんな
言ってくれるけど、一生使い続けますって誰も
言ってくれなかった。楽譜通りに弾くような、
技術的に高度だけど全然クリエイティブじゃ
ない作業は要らないと思ってたんだけど、そ
れが実は大事なんじゃないか。人間って、乗
り越える作業をする事が楽しい。それがやる
気に繋がって、継続の力になる。

越前屋　という事に気づかれた、先生が。
西　本　それで、「あ、支援したらあかんの
ちゃう？」と思い始めました。ラクにしてあげた
ら、その分だけ底上げされるわけじゃないで
すか。そこから更に上を目指すかなと思った
ら、「出来なかった事を出来た、幸せ、おし
まい」になっちゃう事が凄く多い。だから、む
しろ妨害した方が、やる気出るんちゃうかと。
越前屋　妨害って、じゃ何をどうしたんですか。
西　本　例えば、…。

《番組の詳細及び続きは本編にてお楽しみください。》
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2025年1月から6月までのニュース！

　1月30日、令和6年度「産業界等の有識者
と学長との懇談会」をANAクラウンプラザ
ホテル金沢で開催し、インダストリアルア
ドバイザー等の産業界の有識者51名のご出
席をいただきました。
　懇談会では、まず飯田理事・副学長か
ら産業界と連携した博士人材の育成につい
て説明があり、続いて永井理事・副学長か
ら本学の研究活動について、内田スタート
アップ推進室長からJAISTが主導する北陸
地域の大学・高専発スタートアップ創出プ

ラットフォーム｜Tech Startup HOKURIKU
（TeSH）｜について、また中田准教授から
令 和6年度「Matching HUB」活動報告に
ついて、それぞれ説明がありました。
　また、意見交換会として、自由に懇談、意
見交換を行っていただく機会を設けたこと
で、インダスリアルアドバイザー間を含め参
加者同士の交流や理解が更に深化したととも
に、本学の教育・研究並びに産学連携につ
いて、出席者から率直な意見や要望を多数
いただき、大変有意義な懇談会となりました。

1 令和6年度「産業界等の有識者と学長との懇談会」を開催

　2月3日、金沢大学自然科学系図書館棟1階大会議室
において、「金沢大学・北陸先端科学技術大学院大学 
第4回共同シンポジウム with 第16回ライフサイエンス
研究交流セミナー」を開催しました。
　金沢大学と本学は、平成30年度より融合科学共同専
攻における分野融合型研究を推進してきましたが、昨
年度より、融合科学共同専攻の活動にとどまらず、両
大学間の共同研究の発展と促進を目的に共同シンポジ
ウムを開催しており、今回は4回目の開催となりました。
また今回は、金沢大学内で平成27年度から定期的に開
催してきたライフサイエンス研究交流セミナーとの合同
開催とし、ポスターセッションを開催しました。
　「健康長寿」をテーマに開催した今回の共同シンポジ
ウムは、金沢大学和田隆志学長による開会挨拶後、が
ん治療や老化細胞の解析等に係る先進的な研究開発お
よび両学間での共同研究の成果等について、本学物質

化学フロンティア研究領域栗澤元一教授、金沢大学が
ん進展制御研究所長鈴木健之教授、本学物質化学フロ
ンティア研究領域都英次郎教授、金沢大学がん進展制
御研究所城村由和教授にそれぞれご講演いただき、本
学寺野稔学長の挨拶をもって閉会となりました。
　また、共同シンポジウム終了後、ライフサイエンス
研究交流セミナーとして、両大学の若手研究者・学生
によるポスターセッションが開催され、ライフサイエン
ス分野に係る自身の研究成果の発表を通じ、他研究者
との活発な意見交換が行われました。リラックスした空
間の中、多くの研究者が積極的に情報交換を行い、異
分野の研究者との研究交流も促進される大変有意義な
機会となりました。
　今後とも本シンポジウムが両大学間の共同研究発展
の端緒となるよう推進していきます。

2 金沢大学・北陸先端科学技術大学院大学 第4回共同シンポジウム with 
第16回ライフサイエンス研究交流セミナーを開催

　本学では、文部科学省の令和6年度大
学・高専機能強化支援事業（高度情報専門
人材の確保に向けた機能強化に係る支援）
の採択を受け、2025年度10月から、高度
情報専門人材育成コース（通称、JAIST×
Humanコース）を開設します。
　本コースの目的は、産業界において要請
が高いAIソリューション技術や、AI倫理の
知識を有し、AIと人との共生社会における
次世代AIの研究開発に取り組み、多様なAI
ソリューションの創出において網羅的かつ

複合的に課題解決できる、次世代AI社会
の創成を担う高度情報専門人材を育成す
ることです。そのため、本コースJAIST×
Human（Joint Ai Interaction cyberSecuriTy
×Human）では、4つの分野（AI×インタラ
クション×サイバーセキュリティ×ヒュー
マン）を複合的にカバーしたカリキュラムを
用意し、次世代AIの研究開発
課題に取り組む人材を育成し
ます。

3 2025年度10月から、高度情報専門人材育成コース（JAIST×Humanコース）を開設
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2025年1月から6月までのニュース！

　3月24日、Tech Startup HOKURIKU 
（TeSH）※は、東京のTokyo Innovation Base 
（TIB）にて、「全国プラットフォームコミュ
ニティイベント」を開催しました。本イベン
トは、北陸地方の大学や高専が首都圏の事
業化推進機関や全国プラットフォームとの
コミュニティ形成を進めるとともに、事業
会社や産業支援機関とのネットワーク構築
を目的に開催されました。当日は、首都圏

を中心に北陸3県（富山、石川、福井）から
も多くの参加者が集まり、約180名の方々
にご参加いただきました。

※�TeSH：本学と金沢大学を主幹機関とし､
北陸3県の11大学､ 3高専を共同機関とす
る北陸地域の大学・高専発スタートアッ
プ創出のためのプラットフォーム

　3月31日、本学東京サテライトにおいて令
和6年秋の叙勲の伝達式を執り行いました。
伝達式では、瑞宝中綬章を受章されました
本学元新素材センター長の辻本和雄（つじ
もと かずお）名誉教授に寺野学長から勲章

と勲記の伝達が行われ、これまでの功績が
称えられました。

※�瑞宝章は、公務等に長年にわたり従事し、
功績を挙げた方に授与されるものです。

5	�令和6年秋の叙勲の伝達式を執り行いました

　5月20日～21日の2日間、マレーシア国民大
学（UKM）にて開催された「UKM Career Fair」
に、人間情報学研究領域の白井清昭教授と
物質化学フロンティア研究領域の長尾祐樹
教授が参加し、ブースを出展しました。
　本イベントは、現地マレーシアの学生と
企業との「ジョブマッチング」を目的とした大
規模なキャリアフェアで、ピッチコンテスト
やキャリアデザイン講演など、多数の関連イ
ベントも同時開催されました。本学は、大学
機関として唯一出展し、特に本学が重点的
に推進する「JUMPプログラム（JAIST partner 
University Master connection Program）」へ
の学生リクルートを主な目的として広報活動
を行いました。JUMPプログラムは、海外の
協定校に在籍する優秀な学生に対し、日本

の大学院での高度な教育・研究機会を提供
するもので、学部教育と大学院教育をつな
ぐ国際的かつ戦略的な人材育成プログラム
です。また、協定校との教育・研究面での
連携を深化させる役割も担っています。
　ブースには2日間で約120名の学生が訪れ、
特にマテリアルサイエンス分野を専攻する
学生が半数を占めました。情報分野の学生
も多く来訪し、研究内容、入試制度、奨学金、
日本での生活などについて具体的な質問が
多数寄せられ、本学及びJUMPプログラムへ
の関心の高さがうかがえました。
　本学は今後もJUMPプログラムを中心に国
際連携を一層強化し、世界中から優秀な学
生を受け入れるとともに、グローバルな研究・
教育環境のさらなる充実を目指します。

6	�UKM Career Fair（マレーシア）に出展しました

　6月12日、科学情報と情報分析を牽引す
るグローバル企業であるエルゼビアの会
長、Youngsuk 'YS' Chi （ヨンスク・チ）氏
らが、本学東京サテライトを訪問し、寺野
稔学長、上原隆平先端科学技術研究科長、
小泉周副学長と面談を行いました。
　この訪問では、本学が進める地域社会の

発展を目指した取り組みや、AI（人工知能）
を活用した社会変革の取り組み、特に、「4th 
Generation University（第4世代大学）」とい
う新たな大学像をめぐって、活発な意見交
換が行われました。

7	 �

エルゼビア会長 Youngsuk 'YS' Chi氏がJAISTを訪問し、寺野学長らと面談
―AI時代の大学の役割を語る―

4	�TeSH全国プラットフォームコミュニティイベント 開催
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JAIST PRESS TOPICS

　2月14日、新進気鋭のAI研究者で、ベス

トセラー書籍で「生成AIで世界はこう変わ

る」の著者である株式会社GenesisAI代表

取締役 今井 翔太氏をお迎えし、「生成AIで

世界はこう変わる」 というテーマでの講演

及び「AI研究」をテーマとしたパネルディス

カッションを公開にて実施しました。当日

は、学内外から60名もの参加者が集まり、

活発な質疑応答も行われました。

JAIST BOOST-SPRING SYMPOSIUM 「 生成AIで世界はこう変わる」を開催

コンピューティング科学研究領域の

上原隆平教授、鎌田斗南助教は、マ

サチューセッツ工科大学のErik D.

Demaine教授と共に、裁ち合わせパズ

ルと呼ばれる古典パズルの解の最適性

を世界で初めて証明し、3月10日、本

学東京サテライトにて記者発表を行い

ました。

世界初！ 120年以上未解決だった難解パズルの証明に成功

この度の発表は、記者発表を起点に多

くの方にご注目いただき、各種メディア

等に取り上げていただきました。理論研

究にこのような注目が集まる機会は珍

しく、大変ありがたいことだなと感じて

います。この機会を通じて、理論を研究す

ることの可能性や面白さを感じていた

だける方が増えれば存外の喜びです。

　人間情報学研究領域の岡田将吾教

授、マワリム ケンディ オリビア助教

の研究グループは、英語を母国語とし

ない小中学生の英語コミュニケーショ

ンの訓練システムの開発を目指し、対

話中の音声・表情・言語情報を用いて、

多様な英語コミュニケーションスキル

レベルを推定する機械学習モデルを開

発し、6月2日、文部科学省記者会見室

にて記者発表を行いました。

小中学生の「 英語コミュニケーション力」をAIで“見える化”に成功

発表当日は多くの記者や関係者にご参加いただき、

熱心に耳を傾けていただきました。質疑応答では想

定以上に具体的な質問が寄せられ、社会的な関心

の高さを実感しました。限られた時間の中で自分た

ちの研究・開発の意義を十分に伝え

きれたかどうかには課題が残るもの

の、全体としては非常に前向きな雰囲

気で終了することができました。

8    JAIST NOW No.23

https://www.jaist.ac.jp/jisedai/report20250214-1-1.html
https://www.jaist.ac.jp/whatsnew/press/2025/03/10-1.html
https://www.jaist.ac.jp/whatsnew/press/2025/06/02-1.html


Winner introduction
Award Recipient Introduction

受賞者紹介

最新の話題の中から、特にご注目いただきたいトピックを厳選してご紹介します。

JAIST PRESS TOPICS
2025.1.19

Best Paper Award
人間情報学研究領域 
白井研究室
博士後期課程２年　DONG, Na

Generative AI and Knowledge Graphs
（GenAIK-2025）

2025.2.15

PLATEAUユース賞
創造社会デザイン研究領域 
宮田研究室 
ミヤタゲームズ　メンバー
博士前期課程２年 
山口 修平、井上 悠香、 
廣川 七海、佐々木 嵩也

PLATEAU AWARD
2024

2025.3.13

同率優勝
トランスフォーマティブ知識経営研究領域
吉岡研究室
博士前期課程１年　酒井 龍之介
次世代デジタル社会基盤研究領域 
青木研究室
博士後期課程３年　本田 光希

３位入賞（チームメンバー）
次世代デジタル社会基盤研究領域
博士前期課程１年　谷口 稜
次世代デジタル社会基盤研究領域 
リム研究室
博士前期課程１年　埼間 寛哉

触媒コンペティション 
『Citizen Innovators: The Catalysts Design Arena』

2025.3.13

準グランプリ
トランスフォーマティブ知識経営研究領域
白肌研究室
博士後期課程３年　古新 舜

みんなの夢AWARD15

2025.6.18

優秀学生ポスター賞
物質化学フロンティア研究領域 
山口政之研究室
博士後期課程２年　福田 雄太

プラスチック成形加工学会
第36回年次大会

※身分・学年は受賞当時のものです。

2025.3.21

電子情報通信学会北陸支部　優秀学生賞
人間情報学研究領域　鵜木研究室
博士前期課程２年　小倉 稜也

電子情報通信学会北陸支部　学生優秀論文発表賞
次世代デジタル社会基盤研究領域　井口研究室
博士前期課程２年　小俣 直史
次世代デジタル社会基盤研究領域　リム研究室
博士前期課程２年　TU, Yang

情報処理学会北陸支部　優秀学生賞
人間情報学研究領域　池田心研究室
博士前期課程２年　西川 就斗

日本音響学会北陸支部　優秀学生賞
人間情報学研究領域　鵜木研究室
博士前期課程２年　房野 早希、村上 正悟

計測自動制御学会北陸支部　優秀学生賞
人間情報学研究領域　浅野研究室
博士前期課程２年　小森 幹斗

電子情報通信学会・情報処理学会・日本音響学会・
計測自動制御学会　各北陸支部
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「変革のときは全て知識科学 ～コンサルティングの現場より～」
大崎真奈美 氏（日本能率協会コンサルティング）
（2005年3月 知識科学研究科 博士前期課程修了、近藤研究室）

「営農型太陽光発電とスマート農業の取り組み」
後藤繁生 氏（カネヘイファーム／カネヘイ後藤製茶工場）
（1997年3月 情報科学研究科 博士前期課程修了、平石研究室）

「難治性疾患治療を変える薬効増幅型緑茶カテキン・ナノ粒子の開発」
栗澤元一 氏（北陸先端科学技術大学院大学）
（1998年3月 材料科学研究科 博士後期課程修了、由井研究室）

同窓会設立趣旨
本会は、会員相互の親睦を厚くし、併せて
北陸先端科学技術大学院大学の発展に協力
することを目的とする

主な活動

▶同窓会総会 （東京サテライト） ▶ 同窓会Webに登録
・活躍する修了生の講演　・懇親会

同窓会への参加

https://www.alumni.jaist.ac.jp/
アカウントやパスワードが分からない場合は、
alumni@ml.jaist.ac.jp まで。

▶修了生名簿の管理
・同窓会Webにて随時入力更新可能

▶アカデミックガウンの貸し出し
・同窓会員は無料

▶研究室同窓会の支援
・名札の貸し出しなど

▶ Facebookページ
https://www.facebook.com/JAIST同窓会-
285261078263329/
または http://bit.ly/JAIST-alumni

JAIST
同窓会

2025

3/30 J A I S T 同 窓 会 総 会・交 流 会
2025年3月30日、本学東京サテライトにおいて、令和6年度JAIST同窓会総会・講演会が開催されました。 

　橋本昌嗣同窓会長の開会挨拶で幕を開け、
この一年の活動を振り返るとともに、修了生
の活躍ぶりが紹介されました。
　続いて、寺野学長、永井理事（研究振興、社
会連携担当）・副学長、飯田理事（学生、教育
連携担当）・副学長が登壇し、本学の近況紹介
を行いました。Matching HUBをはじめとす
る産学官金連携活動、研究力強化に向けた学
内組織改革、学生支援制度の運用状況等の
説明があり、また修了生による日頃の支援に

対し感謝の意が述べられました。
　引き続き行われた講演会では、３名の修了
生から、在学当時の思い出や現在の仕事に生
きている学びを交えつつ各テーマについて講
演があり、会場は大いに盛り上がりました。
　当日は、オンライン参加も含め、修了生と
本学教職員合わせて約70名の方が参加し、
世代や専門分野を超えて親睦を深めました。 

※文中の組織名・所属・役職は当時のものです。

1

2

3

活躍する修了生
VOICE OF ALUMNI

学生・教職員による
「JAISTフォトコンテスト2021」入賞作品より
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在、NTT研究所において光伝送、
量子通信、量子コンピュータの

研究プロジェクトを牽引しています。大
学では授業や研究指導にも携わり、プラ
イベートではダンススポーツの日本代表
として世界選手権にも出場しています。
加えて、母の実家の小規模企業を事業承
継し、地方での経営から欧米大学との共
同研究、国際標準化、企業間連携まで活
動を広げています。国の助成事業や委託
研究にも責任者として参画しています。
周囲からは「いつ寝ているのか」と不思議
がられますが、支えてくれる仲間やチー
ムのおかげです。
JAISTでの2年間は、学生として自由に研
究に没頭できた貴重な時間でした。一人
一台のSUNワークステーションを与えら
れ、大量のプログラムを書いた経験は、
活動資金に頼らず新しいコンセプトのプ
ロトタイプを自ら実装し、大規模プロ
ジェクトへ発展させる力となりました。

当時、AIはモデル化や計算量の壁に直面
していましたが、研究室で著名な書籍を
輪読し理解を深めた経験は、AI時代を迎
えた現在でも大きな財産です。
修士2年生の冬、雪が積もった芝生に大
の字になって星空を見上げ、「小さな自
分だからこそ思い切っていろいろ挑戦し
よう」と心に決めました。当時はインター
ネット黎明期であり、通信とAIの世界に
大きな未来を感じた瞬間でした。

JAISTには、世界に通用する専門性を高
められる環境があります。ここから多く
の方が羽ばたき、活躍されることを願っ
ています。最後に、私の思いつきや失敗
にも付き合い、日々支えてくれている家
族や仲間に深く感謝します。

は2010年にJAISTのマテリアル
サイエンス研究科を修了しまし

た。 現 在 は マ レ ー シ ア 国 民 大 学
（UKM）に て、Centre for Research and 
Instrumentation Managementの副所
長、そしてInstitute of Microengineering 
and Nanoelectronicsの教授を務めてい
ます。現在、大学の中枢における職務と
して、大学の研究戦略や方向性をデータ
に基づいて策定し、UKMを世界水準の
大学へと発展させる役割を担っていま
す。また、マレーシア高等教育省の中央

委員会メンバーとして、国の研究評価
ツールや大学の業績評価、学術出版方針、
研究助成の管理指針づくりにも携わって
います。
JAISTで得た確かな基礎力と学際的なカ
リキュラム、熱心な先生方、そして最先
端の研究環境は、変化の激しい高等教育
や研究の世界で柔軟に対応し続けるため

の礎となりました。こうした経験は、私
がナノエレクトロニクス分野で早期に教
授職に就く大きな後押しにもなりまし
た。日本で過ごした12年間は、異文化理
解を深める貴重な時間であり、規律、協
働、全人的な教育といった日本の「おも
てなし」の精神を、教育や研究指導に取
り入れ、それをマレーシアの高等教育シ
ステムにも活かす大きなきっかけとなり
ました。
これからもマレーシアと日本の研究交流
や文化交流を積極的に推進していきたい
と考えています。特に、「JUMP（JAIST
P a r t n e r  U n i v e r s i t y  M a s t e r
Connection Program）」を は じ め と す
るJAISTの取り組みが確かな成果を上げ
られるよう力を注いでいます。JAISTが
これからも、世界規模で社会に良い影響
を与えるリーダーを輩出し続けること
を、心から願っています。

※英文による寄稿を広報室で翻訳

VOICE
OF
ALUMNI1

VOICE
OF
ALUMNI2

高杉 耕一 
TAKASUGI KOICHI

情報科学研究科 
博士前期課程1997年修了　博士（工学）
・NTT株式会社 主席研究員

未来ねっと研究所 研究部長
　　デバイスイノベーションセンタ 研究グループリーダー
・大阪大学 情報科学研究科 招へい教授
・社団法人ダンススポーツ連盟 準強化選手
・株式会社亀屋 代表
・�超高速フォトニックネットワーク開発協議会�

標準化部会 部会長

モハメド モハマド アンブリ
MOHAMED,  Mohd Ambri
マテリアルサイエンス研究科
博士前期課程2007年修了
博士後期課程2010年修了
・Professor, Institute of Microengineering and 

Nanoelectronics
・Deputy of Director, Centre for Research and 

Instrumentation Management
・The National University of Malaysia (UKM)

現

私
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ジャイストインフォメーション

JAIST INFORMATION

JAIST基金

基金TOPICS

2026年4月に研究領域の名称等の一部を変更します。

JAIST基金へのご協力、心より御礼申し上げます。
本学は、2010年4月に、本学における教育研究を充実・発展させるこ
とを目的とした「JAIST基金」を創設しております。
JAIST基金には、教育研究及び学生の修学への支援を一層充実さ
せるため、「教育研究支援基金」と「修学支援基金」という2つの種別
の基金を設けており、寄附を受け入れております。
「教育研究支援基金」は、教育研究推進、社会貢献、国際交流等の事
業に、「修学支援基金」は、経済的理由により修学が困難な学生を支
援する事業に活用させていただきます。

これまで、銀行振込、現金による方法のみご寄附が可
能でしたが、ご寄附の方法を拡充し、新たにインター
ネット決済（クレジットカード、コンビニ、Pay-easy）によ
りご支援いただけるようになりました。

ウェブサイト「この人に聞く」では、様々
な分野の教員にインタビューを行い、最
先端の研究内容や学生に向けたメッ
セージを、写真や動画と
ともに紹介しています。

お問い合わせ先：
北陸先端科学技術大学院大学  基金事務室
TEL：0761-51-1059　E-mail：kikin@ml.jaist.ac.jp

教員インタビュー「この人に聞く」で
最先端の研究にフォーカスします！

研究室の魅力と在学生
のホンネを綴ったサイト
を公開中です。

「インタビュー特設サイト」
JAISTとあなたの未来を創造（想像）
していくメディア

北陸先端科学技術大学院大学広報誌

JAIST NOW No.23
発行

〒923-1292  石川県能美市旭台1-1
TEL 0761-51-1032　E-mail kouhou@ml.jaist.ac.jp

2025年9月発行

北陸先端科学技術大学院大学 広報室

これまで年１回お届けしていた広報誌を、今年からは年２回の定期刊行とし、

誌面の構成も新しくしました。より多くの方に親しんでいただける誌面を目指

してまいりますので、今後とも温かいご支援をいただければ幸いです。

広報室から

JAIST

https://www.jaist.ac.jp/top/kikin/index.html
https://www.jaist.ac.jp/research/movie/topics/Xie-Haoran.html
https://www.jaist.ac.jp/media/
https://www.jaist.ac.jp/areas/
https://www.facebook.com/jaist.ac/?locale=ja_JP
https://www.youtube.com/@JAISTChannel
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